様式第２号（第６条関係）

宣誓書

　　私は、次の全ての事項について事実と相違ないことを誓います。
１　次の全ての奨励金の支給要件を満たしていること。
(1)　地域公共交通事業者に市内に停留所を有する運行系統を運行する路線バスの運転士又は市内の営業所に配属されるタクシーの運転士として令和８年２月１日以後に就職し、当該就職の日から奨励金の支給申請の日まで引き続き３月以上運転士として就業していること。
(2)　 (1)の就職に係る雇用契約期間が１年以上であること。
(3)　市税その他の市の徴収金に滞納がないこと。
(4)　暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律第２条第６号に規定する暴力団員又は同条第２号に規定する暴力団若しくは暴力団員と密接な関係を有する者でないこと。
(5)　 (1)の就職について、他の奨励金等の支給を受けておらず、かつ、今後も受ける予定がないこと。
２　申請に当たり、全ての提出書類の内容が虚偽でないこと。
３　次のいずれにも該当しないこと。
(1)　地域公共交通事業者内の異動により、市内に停留所を有する運行系統を運行する路線バスの運転士となった者又は市内の営業所に配属されるタクシーの運転士となった者
(2)　地域公共交通事業者から他の地域公共交通事業者へ転職した者
(3)　その他奨励金を支給することが適当でないと市長が認める者
４　奨励金の支給に関して、市から調査、報告等を求められたときは、速やかに応じること。
５　偽りその他不正の手段により奨励金の支給を受けた場合は、奨励金の全額を返還すること。
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